「極星」終刊号の再現

「星の友会」会員による文芸作品の発表の場であった「極星」。

その全バックナンバーをデジタル化してこのホームページに掲載することはほとんど不可能ですが、このほど終刊号が有志のご努力により掲載できることとなりました。

「極星」終刊号

　　　　　　         ★ 終刊にあたって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後の会長　竹村武彦

　長い歴史の幕が下りかかって下りず、どうなることかと思っておりましたが、最後の文化部長井上氏の御努力によって、極星終刊号の発行という華やかなフィナーレを迎えることができました。

　ここにまとめられた星の友会活動一覧を見ながらふりかえって見ますと、その時々の楽しい、時には照れくさい思い出がよみがえってきます。又、星の友会に関係のあった多くの人達の顔が浮かんできます。私が編暦課に配属されたのは昭和２６年４月でしたから、ほぼ星の友会と共に過ごして来たようなものです。古い極星をひもどいてみますと、若気のいたりと云うか、若いからこそ書けたと云うか、私の作品も数多く見られますし、他の会員の方々の作品も興味深く読むことができます。

　終刊に当たりましてこれら極星を保存しようと云う声もあり、この終刊号（第３２号）までを全５巻にまとめて製本することになり、現在すでに第４巻まで出来上がっております。原田氏の製本により、黒表紙に赤で極星という箔押し背文字が入りまして、格調高い文学書となりました。本書は航法測地課で保存しますので、旧会員の方々も時にはお立寄り下さいまして若かりし頃の想い出をたどって下さい。

　これを眺めておりますと、極星をつづけて行きたいような衝動にかられますが、若い文学愛好者が第二の極星を創刊することを期待しながら一応の幕を下ろすことにします。

　昭和５９年５月１５日

　

　

　　　　　　　　　　　★　ぼくは子猫です　　　　　朗多利　粋一

　ボクの名前はニャーニャ、ママＭの名前はニャンコ、どちらも人間のお父さんがつけてくれました。でもお父さんたちはボクのことを”チビ”、”チビちゃん”などと呼んでいます。

　ママは半年前、まだ小さいとき迷子になって、人間のお母さんに拾われたそうです。

　ボクは昭和５７年２月２７日午前１時３０分、人間のお母さんのお布団の中で、三人････いや三匹兄弟の二番目として生まれました。弟は生まれて四日目に体力がなくて死んでしまいました。お兄ちゃんは、ボクと一緒にママのオッパイをのんでいました。ママはまだ年が若すぎて、よく出るお乳が一つ、少し出るのが一つなので、お兄ちゃんはボクに沢山のませようとしてひもじいのを我慢しました。だから栄養が足りなくなり、人間のお父さんが牛乳をのませたりしたんですが、とうとう死んでしまいました。死ぬときは、ママの頭のところで横になっていました。ボクはママのお腹に顔をうずめていました。ママはボクを抱いて、前足で顔をかくしてして横になっていました。きっと悲しくて泣いていたのでしょう。人間のお父さんとお母さんが「さあ、お別れだよ」とママとボクの頭をなでて、お兄ちゃんをお墓へもって行きました。丁度お彼岸のお休みの日でした。

　いまボクは体長も二十センチ位になり、ママそっくりの毛の真白い、長い尻尾の子猫で、ママのあとについて歩けるようになり、ママとふざけっこをしたり、お部屋のソファーへよじのぼったり、おいたばかりしています。昼間は人間のお父さんとお母さんがお勤めに行って、家には誰もいないので庭の物置の中にママと一緒にいます。

　ところがボク、とっても心配なことができたんです。ママが体の具合が悪いんです。十日ほど前からママはお腹をこわしているんです。だからいつものように夜、寝るときは、お家の中でお母さんのお布団に入れてもらえず、昼間と同じように物置へおかれてしまうのです。

　お父さんが心配して雨の降る夜、ママを病因へ連れて行きました。ママはお医者さんに注射をされてとっても痛かったそうです。診察室の床一ぱいにオモラシをして恥ずかしかったそうです。

　ママのお腹の中に”マンソン条虫”という悪い虫がいて、ママを苦しめているんだって。お父さんお母さんがママに薬をのませたり、ボクたちの寝ているタオルシーツをとりかえたりしてくれていますが、まだママのお腹は治りません。明日、お医者さんが虫下しをくれることになっているけど、もし、それでも駄目なら、アメリカにしかないその悪い虫を退治する注射をしてもらおうとお父さんがお母さんに話していました。

　ママはそんなに体の具合が悪いのに、いつもボクの体をなめてきれいにしてくれたり、遊んでくれたり、また、オッパイものませてくれます。こんなにやさしいママはほかにいません。

　ママが早くよくなってほしいんです。どうか人間のお父さん、お母さん、病院の先生！ママの病気を治して下さい。お願いです。ボク、いい子でいますから。

　　

　あとがき　

　ママはすっかり元気になりました。ボクもママに負けないくらい大きくなりました。でも恥ずかしいけど、まだママのオッパイをのんでいるんです。

　

　８月１０日早朝、天国の神様が急にボクをお呼びになりました。いま、天国にいます。人間のお父さん、お母さん、そしてママ！！短い間でしたが可愛がっていただいて本当に有り難うございました。地上でのたのしかった生活はわすれません。いつまでもおすこやかに。　ニャーニャ

　

　　　　　　　　★　”へん”だな　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朗多利　粋一

　今、参議院議員、元NHKアナウンサー、宮田輝先生がある田舎町へ招かれて、講演に出向いた。

　東京から有名なセンセが来るというので町を挙げての大歓迎。「歓迎　宮田　輝先生」の横断幕もはられた。駅頭まで町長を先頭にのぼりをたててお出迎え。

　列車から降り立った宮田センセ、にこやかに手をふりながら後方ののぼりを見てへんな顔。

　町長一同ふりかえってのぼりを見てビックリ。墨こんあざやかに書かれた名前が”衣へん”になっていた。

  　　　　　　    ★  鍵つきと鍵なし　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朗多利　粋一

　ウィスキーに鍵つきと鍵なしがある。何も酒場でキープしたボトルを他人にあけられられないために、鍵をつけたりつけなかったりと言うわけではない。洋酒党の諸賢ならすでに御存知であろう。スコッチの各銘柄や日本のサントリー、ニッカ等は"WHISKY"であり、アメリカのバーボン・ウィスキーであるジャックダニエルは"WHISKEY"であることを。

　なぜ、スコッチなどは鍵なしで、アメリカのウィスキーは鍵つきか? 彼等に言わせると「つつしみ深いイギリス人は酒を飲みすぎることがない。だから鍵は不用だ」と言う。陽気なアメリカ人は「バーボンはスコッチにくらべて強くておいしい。飲みすぎるから鍵が必要なのだ」と言う。

　日本のウィスキーは鍵なしだ。飲んべえのキミ！どっちに味方する？

　粋一なら飲んでいい気持ちになれるんだから、鍵などあってもなくても、ウィスキーでもウヰスキーでもどちらでも"E"のだ

　

　　　　　　　　　　★　OLと飲むときは　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朗多利　粋一

　からむ、さわる、ぐちる男は嫌われる。兵庫県伊丹市の小西酒造が東京、大阪のOL五百人を対象に、酒席の男性に対する評価を調べた。（五月十四日・毎日新聞コラム欄より）

　酒席で嫌われる男性のトップは何と言ってもからむ奴、九十％。議論する・理屈っぽい人、六十一％。酒に弱い男、三十七％。仕事の話をする男、三十二％。

　OLたちはは陽気に飲む。たのしく話題の豊富な人。適当なところでサッと切り上げる男性が好き。しかし反面、男性のいやらしさ、仕事上のストレス、私生活の不満が見えてしまうとも。

　一緒に飲んだ感想としては、男性も大変だな、かわいい、単純、とのたまう。

　うれしい？ことに七割が「酔った男の言葉」を信じると言う。

　気の弱いキミ。酔った勢いで口説けばモノになる確立は七十％だ。ガンバレ！！勘定はは「男が払う」が五十八％。さ、これらのデータをもとに一緒にやろうではないか。OLたちの結論も男性と飲むことは楽しいが九十七％。

　　　　　　　　　　　★　スピーチとスカート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朗多利　粋一

　電車の中のポスターにこういうのがあった。

　”結婚シーズンになりました。披露宴で他人とひと味ちがったスピーチをして、拍手喝采を得ませんか。中略　スピーチを上手にするにはＳＨＭの　要素が必要です”

　さて、このＳＨＭとは何か？　Ｓはショート、Ｈはユーモア、Ｍはムードのことである。

　よくスピーチとスカートは短いほうがよいと言われている。ならばＳＨＭの三要素もスカートに当てはまるのではないか？

　Ｓは勿論ショート、丈はショートパンツなみにひざ上20-25センチくらい。

　Ｈはヒップ。ラインダンスをする踊り子が、ステージではくスカート丈は、この位。　Ｍは？ミニ。いやミディ？そうではない。男性がよろこぶスカート丈だ。キミも小学生のころ、したのではないか？

　ＭはMAKURUのである。

　　　　　　　　　　★　オの字は養老の滝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朗多利　粋一

　昔々、小佐治という親孝行な息子がいました。父親は酒が好きで云々、これは養老の滝の故事。この滝の水は小佐治以外は誰が汲んでもただの水だったとか。

　ところが”オ”の字は誰が使っても単なる水が銘酒にかわる。

　流れといえば、とうとうたる大河の流れでも、小川のせせらぎも水は水、ところがこれに”オ”をつけて、「社長、お流れ頂戴」といえばこの上ない銘酒。

　飲みものといえばせいぜいジュースかサイダー、コカコーラのたぐい。これが「お飲みものは何になさいます？」とくると酒のたぐいにかわる。

　ただし例外がある。冷や酒に”オ”をつけて「おひや」では水になる。男らしく「ひやでいいから早くもってこい！」とキミ、言えるか？「おひやでもいいよ」などと言おうものならナメクジなみに塩をまかれるぜ。

　

  　　　　　　        ★  博士気質今昔物語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天先人後

　水路部が創設されて百五十年余の歳月がたっている。この間、水路部は海の安全を図る現場官庁から、学問研究の官庁へと変貌し、二十名にのぼる博士が輩出した。

　博士号授与第一号は昭和三年、当時第四課長（編暦課長）だった小倉伸吉氏である。水路部が創設されてから実に五十年を経ている。

　この間、水路部の職員は何をしていたのであろうか。昼夜をわかたぬ海上、海岸で測量旗を立ててのレッドうちや、凍てつく夜も夜通し星と向き合う現場作業の連続であった。　学問で得た知識は現場に応用した。海図はでき上がり、海の様子もわかり、航海者への安全を祈る情報を届ける地味な仕事にその命を削っていた。　

　第一次大戦が起こり、外国から天体暦や海図に関する資料が入手できないと困るという見地から、大正八年、図誌課編暦掛として発足した天文関係の課は、天体の独立推算にふみきった。海洋、潮汐についても数多くのデータが集まってきた。五十年に亘る先人、先輩の残した遺産である。

　小倉氏は『瀬戸内海における潮汐、潮流の研究』で博士号が授与された。前後して水路部に学者が集まり、昭和十七年には秋吉大佐が、そして昭和三十三年、三十六年には一挙に十数名を数える博士が輩出した。

　小倉博士誕生のとき、当時水路部長であった米村末喜海軍少将（天測計算表の元である米村表の考案者）は小倉博士にこう言った。

　「君が栄誉ある博士号をとれたのは、君の努力もさることながら、ひとえに多くの職員が命がけで集めた沢山の資料があったからである。君が研究している間の仕事をカバーしてくれた課の人達の陰の力があったればこそだ。その人達に感謝の意を表すために、新橋演舞場へ職員を招待して総見をせい」と指示を与えた。小倉博士は当時の課員全員を演舞場に招いて芝居見物をして感謝の意をしめし、課員一同も大いに祝意をあらわした。

　昭和三十年代以後の博士の方々は何をしたか。逆にまわりの人達が祝宴の場をしつらえ、博士を招待したのではないか。博士号は多くの人達の努力によって集められた資料の上に大あぐらをかいて得たもの、何等感謝の意を表さず、我一人の学力なりとする自己中心の横柄さ、一將功成りりて万骨枯るこの現状。

　近代水路部に衣替えして変わったように博士たちの気質も変わったのだろうか。それしも博士が安っぽくなったのか。

　いや栄誉ある「ハクシ」ではなく、単なる「ハカセ」というべきか。

　　　　　　　★　星の友会あれこれ　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化部　井上圭典

　　　●事業

　星の友会は昭和22年に発足している。発足時には会則（全10条）と施行細則（全12条）の二本立となっており、この会は「（第2条）この会は編暦課の友愛親睦をはかり相互扶助の精神で職域を明朗化することを目的」としてきた。

　この目的を達成するため会員の中から幹事が若干名選出され、この中から会長、副会長、会計、文化、体育、庶務（後に総務）その後金融、厚生の担当者があてられ会が運営されてきた。

　どのような事をして目的を達成しようとしていたかは、施行細則からうかがい知ることができる。

「第5条　本会の事業細則は次の通り

 1.相互扶助の精神の昂揚･････会員及び家族の慶弔、会員及び家族災害時の救護、その他必要と認められる事項

 2.娯楽慰安に関する事･････慰安会の開催・遠足会

 3.生活刷新に関する事･････趣味・生活の向上・時間の励行・消費節約その他

 4.文化厚生に関する事･････体育および運動競技・文化の研究・講演その他

 5.その他本会の目的達成に必要な事」

　昭和22年といえば敗戦の衝撃がまだ強く残っている時代である。急激なインフレーションはまだ進行中で貨幣の価値がどこまで低下するのか底知れない不安と給料だけでは物価高に追いつかず、食糧不足をおぎなうためにサツマイモの特配が水路部でも行われていた時代である。空腹と栄養失調で駅の階段をやっと昇ることができる程であった。（エスカレーターなどはなかった。）

　現在のような福祉制度が確立していないことから相互扶助が第一にあげられているのも首肯できる。

　趣味は生活刷新という意義付けがなされており、単なる娯楽と峻別されていた。（この精神は脈々として編暦課から航法測地課に引き継がれている。）

　体育運動競技は大いにやったようであり、おびただしい賞品賞状を獲得したが、40年近く経っても、その一部が散逸せずに残されている。（残された賞品賞状の数を散逸係数で割って積分すると実数を推定できる。）今ほど遊びが多様化しておらず、金はないが暇と若さを誇る体力とはありあまる程だったと伝え聞いている。第5条第3項の時間の励行は執務時間に体育競技の時間がくい込みがちであったのを刷新しようとしたのではなかろう。　文化の研究会・講演会は何をイメージしたのか不明だが、文芸機関誌「極星」の発行、自前の脚本、演出による星の友劇団の公演などにあらわれている。「極星」に盛られた香り高い硬軟とりまぜた創作は高水準をゆくものであり、このバックナンバーが文化遺産として航法測地課に引き継がれて、原田幸夫氏の手になる上品な帙によって保護され保存されている。

　劇団公演は記録こそ残されていないが、決してドタバタに堕しない、名優達の数々の名演技、名場面、名台詞を会員諸兄姉の脳裏に焼き付けた。

　世情浮名横櫛（ﾖﾊﾅｻｹｳｷﾅﾉﾖｺｸﾞｼ）源氏店（ｹﾞﾝﾔﾅﾀﾞ）のばにおける斬られ与三とお富のやりとりは今でも鮮烈な印象として残っている。粋な黒塀、見越しの松の舞台装置も苦心して作ったものである。それから間もなく春日八郎の歌う「お富さん」が爆発的に流行したが、何か星の友劇団が口火をきった感がした。

　遠足会も金回りが好くなるにつれ日帰りから一泊二日の旅行会に発展し、解散時の温泉行きは大型バス借切りのデラックス版に高度成長した。だが、この遠足会も年とともに単調増大的に盛り上がってきたものではなかった。正弦曲線のように変動消長があった。参加者が中高年層に片寄り「課務会」とか敬老会とかの陰の声がささやかれ程の低調な時期があり、少人数の旅行会に会からの補助金支出は不当との声も出た。大学紛争が盛んな時期に星の友会総会でも、すべての行事がラディカルに問い直され、会そのもの存在意義が論議されたものである。

　厚生事業として何をして来たか。ある時期には会費の総収入の約三分の一をお茶代の支出にあてられたことからわかるように、朝、昼、３時のお茶のスポンサーは星の友会であった。いつの時代にも憎まれ口をたたく人がいるもので星の友会は、お茶の友会であるといった。

　一方では何もしない会なら会費を下げろ、他方では活動を盛んにするために会費を上げろとの声の挟み打ちにあい、幹事は進退谷まってオタオタしているときに、お茶の友会と言われたら立つ瀬もなかったであろう。この時期、劇団はとうに解散されており、星の友会低調苦難の時代であった。

　話を厚生にもどすと、一時期厚生係は化粧品、医薬品を格安で取次いでいた。収入の少ない者にとり、出費を防ぐしかないので大いに利用されていた。化粧品、医薬品は原価があってもないようだと言われていても、世間ではまだダンピング商法が流行しない前の話であった。

　●名称にまつわる話　

　お茶の友会のニックネームをつけられた星の友会という名称にまつわる話は多く残された。そのうちの二、三を紹介しておく。

　星友会様、星の友の会様などと旅館や宴会場の玄関、入口に書き出されることもあった。また星の友会の名称から女子高生か若いBG(OL)の会かと間違われ、受け入れ側を妙に期待させる誤解もあった。星の友会として確保されていた宴会場の一角にゾロゾロと中高年の男子連が来て席に着こうとしたら、待ちかねていた若いボーイ、ウエイター連が唖然としていたということもあった。

　月の友会という布団類の月賦販売の全国的な組織があって親しまれているものだから、星の友もそんなたぐいだと即断され、何の月賦販売をしている団体さんですかと問われたこともあった。

　かくいう星の友会は簡単に名付けられたのではなかった。会創立前にどんな名が候補にのぼったか、記録順にやや煩雑だが以下に列挙しておこう。

　あけぼの、むつみ、推賛、無名、協力、星友、初星、編暦親睦、東国、微笑（ﾎﾎｴﾐ）、東光、晴雲、清鷹、鵬友、鴻志、編暦、編暦協和、編暦親和、宇宙、天文、東雲（ｼﾉﾉﾒ）、新星、明星、新風、葦火、泉、黎明、曙、計友、明心、苦楽、オリオン、友愛、親睦、白菊、緑樹、清友、交友、白鶴、親友、天真、朋友、若葉、新緑、二葉、小百合、銀星、協和、松葉、若潮、若草、白梅、銀河、流星、心友、若竹、星流、星雲、明朗、互助、だるま、編路

　以上のすべてに「会」がつく。他に集（つどい）の会、編暦倶楽部の合計64の多きに達し、夢多き若き女性が圧倒的多数を占めていた会であることがこれからも想像できる。

　興味深いことに「星の友」が出ていない。一番近いのが「星友」である。しかし、「星」の字を使った名が８、「友」が９あることから、「星の友」は多数の賛成を得て決められたのであろう。

　　　●金融

　星の友会発足時の事業項目の中にはないが、金融（月一分のかなりな高利の金貸し）が会員に金を融通した。

　戦後の一時期、水路部にも労働組合が結成され、団結権、団体交渉権が保障されていた。組合活動の一環として消費組合があり、物資の斡旋をしていた。流通機構における中間マージンや従業員のサラリーを売上金の中から捻出することもなく、共同購入によって、かなりな安さで信用のおける物資を手に入れることができた。酒もあり、ツケがきくこともあって、酒におぼれ呑み込まれてた職員が退職金で借金を返済するケースも出てきた。　程なく、すでにあった水路部、灯台部に加え新設の警備救難部とを合体した、初代長官が好んで使った三位一体の海上保安庁が発足し、警察官庁となり団結権、団体交渉権を失い、組合は解散した。この消費組合の運営資金として組合員一人が100円ずつを拠出していたが、解散でこの資金が各課単位にもどされた。編暦課では課員相互の金融基金とし星の友会が引き受け運用することになった。

　この金融の恩恵を受けなかった会員はほとんどいないのではないか。金を貸して利息をとる行為は商法かで規制されているのかも知れないが、両者の合意でやっていることだし基金が増えれば利用者にも重宝なので問題は生じなかった。噂を聞いて他課の職員が会員名義で借りる程にまで知れわたった。星の友会総会経費や出張旅費の立替の立替もしてきた。

　毎年金融担当者が代わったが、ある担当者は金を借りる人を強引に説得して貸付け、元金の返済を求めず利息だけをまきあげるという会としては有能な、借りてにとっては、”悪質”ともいえる活躍をした。借りる時の仏顔ならぬ貸す時の笑顔は今でも語り草となっている。

　どの世界にも何か規制、自己抑制がないと独占、寡占に進み勝ちであるが、わが金融もこの例にもれず、解散直前には二、三人によって借り占められていた。発足時6,600円の基金が約33年経過した解散時には199,883円に膨れ上がっていたから、ひと月の金利は約2,000円にも達していたことになる。

　この基金のおかげで水路部在勤の旧星の友会会員をも招待して豪華な解散総会を開くことができ、囲碁、将棋、カラオケセットの購入決議をすることができた。

　　　　　　　　　　●異常ブーム三題

　　　　　　　　☆　その一　ゲートボール

　ゲートボールいえば今は誰ひとり知らぬ者はない位である。ゲートボールをめぐってのトラブルから殺人事件が生じたことは全国的なブームを巻き起こしていることの証拠である。全国津々浦々の老人クラブは恐らくないであろう。筆者が住んでいる府中市でも多摩川の河川敷に数ヶ所のゲートボール場があり、日曜祝日だけに利用者が集中する他の催し物会場とは違い、連日利用者によって占領されているそうである。

　このブームに乗って星の友会もゲートボールをとり入れたわけではない。今を去る30年程前に異常なブームが編暦課を中心に起きた。来る日も来る日もゲートボールに明け暮れ、少々の雨でも決行していた。

　ルールによると平坦な地面で行うことになっていたが、水路部構内の平坦な地面はバレーボールかテニスコート位なもので、他所は凸凹があり小石が散在し、樹木が繁り、根が地表に盛り上がって露出していた。このような悪条件下でお互いに腕を磨きあったのである。したがって球の転がるコースを見極めてステッキを当てる力加減、球に回転を与える度合い、恐らく何千回となくステックに当てられたであろう球は赤、白の塗料がはげて木の地肌が万遍なく痘痕のようにあらわれており、真球からほど遠いいびつな球をどう置いてタタクかが、その腕の見せどころであった。

　どのコースに何をねらうかを決めるのはキャプテンだが、その決定までに他のプレーヤーは勿論見物人までが大声で十人が十人とも全く違った作戦指示をてんでに、当のプレーヤーに与えたというか、けしかけたものである。

　恐らく当時の編暦課のゲートボールに関する戦術戦略は頂上をきわめていたのではないか。それかあらぬか、昭和32年第一回日本ゲートボール選手権大会（日本ゲートボール協会主催、日刊スポーツ社後援）に出場し、あっさりと優勝をさらってしまった。

　ゲームは敵味方五人ずつにわかれ、各自の持ち球を三つのゲートに決められた順に、決められた方向から通過させ最後にポールに球を当てて上がりとなり、五人が早く上がったチームが勝となるが、時間制限がありタイムアウトの時点で各チームのゲートパスの数、ポールの数の合計を比較して勝負がついた。通常は打撃順がまわって来たら一回だけ自分の球を打つことができるが、ゲートをパスしたり、他の球に当たった場合には、更に打撃順が与えられた。特に他球に当たった場合には更にその球をスパークという打法でどのような方向にでもはじき飛ばすことができた。この球が味方球であればゲートを通過させたり、味方有利敵方不利の位置に移動させたり、敵方球であればそれだけではなく他の敵方球も一緒にはじき飛ばすとか、打撃順の早い味方球のそばに寄せて飛び石の役目とスパークの快感を約束させることを兼ねさせるとかし、ただ敵方球を遠くにはじき飛ばすという単純なことでスパーク権を行使しなかった。

　このスパーク権がこのゲームを複雑にし、人間が根源的に秘めている欲望を満たし、快感を味わせ、人を熱狂させるのである。

　第一回では、対戦相手はおしなべて静かで、味方有利敵方不利という原則に忠実であり、近くにある敵球を妨害し、味方を助けたが、遠くにある敵球は作戦の視野になかったようである。したがって連携プレーも近視眼的であった。辺暦課の作戦は、これをはるかに踏み越えた悪知恵の限りを尽くしたもので、コート内にある敵味方の球の配置と打撃順位と個々のプレーヤーの調子の良し悪し、各球の転がり特性までも入力データとして組み込んだものから総合判断して指示されていた。

　その場面場面では敵方有利、味方不利のような戦術をとりながら最終的には味方を勝利に導くという機略縦横な戦略を用いた。敵方で調子のよいプレーヤーがいて作戦を邪魔するようだったら、この球をポールに上げてコートから去らせ、調子の悪いプレーヤーの球を常に遠くへ飛ばしておくとというように、敵不利にする場合でも徹底的な不利となるような場面作りに工夫をこらし、味方有利のためなら敢えて自己犠牲をしのびチームプレーに徹した。

　何故ゲートボールが廃れてしまったかわからないが、頂点を極めた者だけが味わう勝負の世界の無常さを悟ったからではないか。剣豪の晩年のそれのように。

　　　　　　　　　☆　その二　野球盤ゲーム

　野球盤を購入したのはいつ頃だったろうか。気がついてみたら課員ほとんどの人がこのゲームをしていた。パチンコ球のような鉄球を、ピッチャースマウンドにある球込め部分にセットし、バックスクリーンの裏手にあるバネ仕掛けの投球レバーを操作して打者に向けて転がすと、ホームプレート上で、これまたバネの復元力を利用したバッティングマシーンによって鋳物製のバットが鋭く振られ、転がってきた球をはじき返す。はじかれた球が、ホームラン、３塁打、２塁打、安打、ファウルと書かれたゴルフ場のバンカー様の窪地のどれかに入って、アウトならアウトカウントが一つ増え、セーフならその塁打に応じたベース位置にコケシ人形状のランナーが立つ。すでにランナーが何人か立っていれば、それぞれ塁を進めることができ、ホームに帰れれば得点となる。打球が鋭くはじき返されピッチャーすマウンドの穴込め部分にすっぽりはまり込むと、すでにランナーが塁上にいるとダブルプレーとなり一番先行するランナーが引き抜かれる。

　投げられた球を空振りすればストライク、見送ってキャッチャーの窪地に直接入るか、キャッチャー人形にぶつかって跳ね返って入るかすればストライク。ボールが飛び出せばボールと判定され、三振はアウト、四球はは出塁となった。

　この野球盤ゲームの面白さはピッチャーとバッターとの間のかけひきにあった。投げる球速は一球毎に手加減でき、カーブ、シュートが自在だった。球道の中間の板の裏側に強力なマグネットが仕掛けられ、その位置を手動で変えることができバッターにはその位置がわからないようになっていた。

　超スローボールを投げると、球はマグネットに捕まってしまい打者のところまでとどかないこともあったが、超速球のあとこれを投げると打者はあわてて空振りしてしまい、おかしさが２倍になったものである。

　打者はすべて右打者であってメカニズムは単純だが、一瞬のうちに高度で複雑なインサイドワークを必要とするゲームで、この優劣が勝敗を分けたようである。ハードは万人に共通だがソフトの組み方がハードを活かしも殺しもしたのである。しかしこのソフトも高度な操作技術に裏打ちされていなければならない。投手が球を投げる、間髪を入れず打者がバットを振るる、このタイミングによって打球の方向と早さをコントロールできた。弓ならぬバットのひきしぼり方と手離し方は、星食の押しボタンを押す、または離すで鍛えられた指先と反射神経がものを言ったのかも知れない。各人はそれぞれいかにも強そうなチーム名を名乗っていた。

　昼休み時間は勿論、勤務時間終了後にも野球盤のまわりに人だかりがしていた。その騒々しさは廊下の外に筒抜けで、何事かと顔を見せる他課の人が多かったが、他課にこのゲームが波及しなかったのは何故なのか知らない。のぞきに来た他課の人は、何で大騒ぎするのかといった侮蔑のまなざしが多かったのと因果関係がありそうである。

　進士、大脇の両氏はことのほかご執心のようで、大脇氏は球聖の名をもって呼ばれた程である。優勝回数の多さはさておき、勝手も負けても平然として興奮せず、審判の判定が不利であっても不服をとなえることをしない態度から贈られた名であるといわれている。　公式戦には審判がついた。ボール、ストライクの判定、ピッチャースマウンドへの球込め、ファウルグランド上を転々とする球を時間の節約上、静止を待たずに拾い上げるのが審判の役目だった。キャッチャーが捕りそこねた球をタイミングよく取り上げる作業（再び捕手のバンガーに転がり込むと捕球となるので、この取り上げ方で騒ぎはオクターブ上昇する）、オンラインか否かの客観的判断、不正投球、不正打球の注意、顔を盤に近づけ過ぎて鼻息で球の行方を狂わさないよう注意しなければならなかった。

　審判はプレーヤーに殴りつけられはしなかったが、口では十分に殴られ通しだったと言える。

　　　　　　　☆　その三　キャロム

　キャロムについても書かねば公平さを欠くことになるが、筆者はほとんどこのゲームはしなかったので、その面白さを書くことができない。幸い極星第30号に小山薫氏が「キャロム」談話が掲載されているので是非それを参照されたい。作戦図解入りのものである。

　キャロムは海洋研観測船白鳳丸で流行していたものを移入したもので編暦課でも大流行し、電算室に盤が置かれたこともあり、出入りの他課員をも夢中にさせた。野球盤より普遍性のあるゲームのようで、キャロムを個人で買い込んで自宅で猛練習をした会員が数名も出た程である。

　キャロムがいかなるゲームであるのか、キャロムの語感から想像できないであろう。野球盤程度の大きさの室内遊戯盤で、一辺が70cm位の正方形の木製のお盆を想像していただければよい。この表面はスベスベしており、四つのコーナーにはタマ----このゲームはこのタマと呼ばれる直径3.5cm、厚さ1cm程度のプラスチック製の円盤のハジキ合いによって争われる----が落ち込むような扇形の穴が開けられてており、落ち込んだタマが散逸しないよう袋状のネットが張られてタマを溜め込むようになっていた。盤のへりの内側にはフェルトが張り付けてあって適度なクッションの役をする。これはたとえば玉突き台の縁の役目に相当すると考えて頂きたい。

　ゲームは二～四人で争われるが、二人の場合を例にして書きとめておく。

　各人は、はじめに打ちダマ一コ、子ダマ四コをそれぞれもらう。双方の子ダマは色分けされている。競技は盤上に置かれた子ダマ四コを打ダマによって次々とはじき飛ばしてコーナーの穴に入れ、四コ全部が入ったら最後の仕上げに一コの親ダマと称する敵味方に共通な黒いタマをコーナーに打ち込めば勝ちとなりゲームは終了する。打ちダマはハジキ専用で、盤上には置かれていない。

　勝負の決め方は至極簡単であるが、タマのハジキ方、ハジカレ方に多くの制約があって、タマをコーナーの穴にハジキ込めばよいというものではない。

 まず、有効な打ち方は、打ちダマか子ダマのどちらかが最低一回へりに反射しなければならない。そうでないと子ダマが穴に落ちても無効であって、子ダマは拾い出されて盤の中央に置かれ、打つ権利は敵（対戦相手）にまわる。（このプレーを故意に行って不都合な位置にいる子ダマを中央に呼び戻すことができる。）

　親ダマを穴に入れるための有効打は、打ちダマをまず最低一回はへりに当てて、はね返った打ちダマが親ダマに当たって、穴に落ちた場合に限られる。

　打ちダマが誤って穴に落ちると減点１を背負うことになる。また親ダマをゲームの途中で穴に入れてしまうと減点２を背負うことになる。いずれの場合も落ちたタマを拾い上げてゲームを続ける。この過ちを繰り返して、たとえば減点の総計がN点となってしまうと、ゲームに勝つには子ダマを(N+4)回穴に打ち込まねばならない。

　敵の子ダマを、どのような当たり方であっても穴に入れてしまうと利敵行為となり、敵方の得点となる。もし敵方が減点Mであったなら、敵の減点は(M-1)点に減らしてしまう。　たとえば、盤上に親ダマと敵・味方の子ダマが入り乱れて配置されており、打ちダマが八つ当たりして、打ちダマ、敵の子ダマ一個、親ダマが穴に落ちてしまうと減点差は四点更に広がる。

　打ちダマをはじいて自分の子ダマが穴に入らなかったら、打撃権は相手に移る。有効打で子ダマが穴に入り、減点行為を伴わない限り、打撃権は保持し続ける。

　以上のルールの概要から推察できるように、一回一回の打撃で盤上のタマの配置は千変万化するので、瞬時に作戦をその都度練り直す必要がある。何かゲートボールに通じるところがあり、戦術とテクニックとがバランスしてなければならなかった。それはこのゲームは自らの墓穴を掘ってそこに入ってしまう危険性を常に伴うものであるからである。　キャロムは現在でも、下火にはなっているが、続けられている。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　☆　極星史上最大の埋め草

  極星の最終号の編集担当となり、原稿募集・依頼して二年目になろうとしているが、督促の仕方に熱意がなかったことと、天体位置表の大改訂事業（Newton からEinsteinへ）とが重なり、寄稿数が少ないままで日時だけが過ぎてしまった。

　ある程度の体裁をととのえるための埋め草は覚悟していたが、埋め草が本誌の大部分を占めることになった。これは極星史上初めてのことであろう。これはある程度の厚みのある機関誌にしないと既刊のバックナンバーとの合本による予想される厚さに達しない。その厚さにしないと、すでに出来上がっている帙に最終号を重ねてくるんでもでもガバガバになって、帙制作者に迷惑がかかる、不名誉を負わせることとなるという、珍しい要求に応えねばならなかった。

　星の友会の解散は新組織の発足（行政組織の改革）といった戦後の水路部の歴史始まって以来の激変のあおりによるものであるから、極星最終号発行の見通しは暗かったが、解散総会で、ほぼ全員が発行の賛成決議をしたのである。当座はくだらぬものでも、日時が経てば、それなりの価値が出てくるものと思い駄文を添えた。

　編集責任　　　星の友会文化部

　発行　　　　　星の友会

　発行年月日　　昭和59年５月１５日

付記（2000年6月25日）

これは「極星」終刊号を複製、ワープロ化したものである。原本はガリ版刷りである。文章に多少の手直しがあるが、主として誤字、脱字の訂正と、文意を明確にしたり、注釈的な説明を加えたものである。ご存知のように、星の友会は一時解散したが、程なく再生し、また昨年には総会の持ち方もメンバーも再整理され、会長として徳弘　敦氏が就任された。

　２０世紀最後の年の総会が７月７日に開かれる。第一部が談話会、第二部が総会であるときいている。それに間に合わせるためにワープロ化したものである。当日100部印刷して配布するが、更に希望者にはテキストファイルで提供したい。

　FDで欲しい方は空のFDを下記に送っていただければ、コピーして返送します。

　また、E-mailでの希望の方は、下記にメールして下さい。

　NBE03045@nifty.ne.jp 

  　

　星の友会活動記録は、保存されている記録等などから編集したが、誤りがあるかも知れない。また空欄の個所に記入されるべき記事を知っている方は教示して頂きたい。

　

                 星の友会　活動記録

◆1947年（昭和22年）年度

会長：小林秀雄

春の総会：

秋の総会：10/18 芋　15貫525円、リンゴ59個504円

総務（庶務）：星の友会と命名

体育：

文化：旅行：

都内散歩：

映画等：

極星：No.1,No.2

備考：7月15日会則施行

◆1948年（昭和23年）年度

会長：

春の総会：

秋の総会：11/6 餅菓子　2,250円、リンゴ　1,125円

総務（庶務）：

体育：

文化：

旅行：

都内散歩：

映画等：

極星：No.3

備考：

◆1949年（昭和24年）年度

会長：

春の総会：6/29 第九回総会　ミカン、煎餅、豆、キャラメル

秋の総会：9/3

総務（庶務）：

体育：

文化：

旅行：

都内散歩：

映画等：

極星：

備考：

◆1950年（昭和25年）年度

会長：鈴木敬信

春の総会：5/6

秋の総会：12/16

総務（庶務）：

体育：

文化：

旅行：

都内散歩：

映画等：

極星：

備考：金融開始、基金6,600円

◆1951年（昭和26年）年度

会長：坂部隆一

春の総会：5/18

秋の総会：12/15 親睦会

総務（庶務）：

体育：

文化：

旅行：

都内散歩：

映画等：

極星：

備考：

◆1952年（昭和27年）年度

会長：

春の総会：4/13 狭山湖

秋の総会：

総務（庶務）：

体育：

文化：

旅行：

都内散歩：

映画等：

極星：

備考：

◆1953年（昭和28年）年度

会長：

春の総会：3月

秋の総会：「与話情浮名横櫛」

総務（庶務）：春の総会を花見を兼ねて開きたいとの声あり

体育：

文化：

旅行：4月　一碧湖

都内散歩：

映画等：

極星：Nos.5,6,7

備考：

◆1954年（昭和29年）年度

会長：

春の総会：

秋の総会：

総務（庶務）：

体育：

文化：

旅行：

都内散歩：

映画等：

極星：

備考：

◆1955年（昭和30年）年度

会長：山崎真義

春の総会：4/2 新宿御苑

秋の総会：12/10 人形劇

総務（庶務）：

体育：バレー、テニス

文化：花壇作り

旅行：

都内散歩：

映画等：

極星：

備考：

◆1956年（昭和31年）年度

会長：鈴木裕一

春の総会：

秋の総会：12/8

総務（庶務）：会費値上げ、4段階に、100,80,60,30円

体育：バレー、テニス、ソフト、バドミントン

文化：

旅行：

都内散歩：

映画等：

極星：Nos.8,9,10

備考：

◆1957年（昭和32年）年度

会長：柳川　彰

春の総会：5/11

秋の総会：12/7

総務（庶務）：慶弔諸見舞の見直し

体育：バレー、ソフト、ピンポン

文化：囲碁大会

旅行：

都内散歩：4/11 大倉山

映画等：

極星：No.11

備考：星の友会10周年記念

◆1958年（昭和33年）年度

会長：徳弘　敦

春の総会：2/6 上野動物園

秋の総会：12/6 ジェスチャー、幻燈、手品

総務（庶務）：慶弔費と会費との分離

体育：バレー、ソフト、バドミントン、ゲートボール

文化：ゲートボール一式購入　3,500円

旅行：

都内散歩：5/22 多摩自然動物園

映画等：

極星：Nos.12,13

備考：ゲートボールのブーム始まる

◆1959年（昭和34年）年度

会長：佐藤典彦

春の総会：5/30 目黒自然教育園

秋の総会：12/12 奇術、長屋の花見、新版竹取物語、プレゼント交換

総務（庶務）：送別会の取扱いについて

体育：ソフト、バドミントン、ゲートボール

文化：七夕祭り、カルタ会、羽根つき会

旅行：

都内散歩：5/22 多摩自然動物園

映画等：

極星：No.14

備考：第三回日本ゲートボール選手権大会、男子優勝、女子二位

◆1960年（昭和35年）年度

会長：小野房吉

春の総会：5/28 大蔵省グランド

秋の総会：12/3 水路クラブ

総務（庶務）：金融基金の手持金を銀行に預金する

体育：ソフト、バドミントン、ゲートボール、バレーボール

文化：

旅行：11/3 赤城山

都内散歩：

映画等：

極星：No.15

備考：旅行積立　月1000円を始める

◆1961年（昭和36年）年度

会長：竹村武彦　後半　長森享二

春の総会：5/13 後楽園

秋の総会：12/2 水路クラブ ジェスチャー、プレゼント交換

総務（庶務）：年度を暦年度から会計年度に切替

体育：

文化：

旅行：10/22 昇仙峡

都内散歩：

映画等：

極星：No.16

備考：観測係からの幹事選出を免除する。会費均一案が出される。

◆1962年（昭和37年）年度

会長：福田（山岡）一夫

春の総会：5/19 第三御台場

秋の総会：12/8 演劇「新版おどけ俄安宅新関」

総務（庶務）：金融利子を創立20周年に向け積立開始。会費を本俸に比例して徴集することとなる。

体育：ゲートボール、バドミントン、ソフトボール

文化：野球盤大会

旅行：10/28 房総めぐり

都内散歩：

映画等：

極星：Nos.17,18

備考：野球盤ブーム（課務会でゲームは12時からと申し合わせる）

◆1963年（昭和38年）年度

会長：赤木　登　後半　井上圭典　

春の総会：5/11 浜離宮

秋の総会：12/21

総務（庶務）：餞別値上げ採決。役員選出法改正案、保留。

体育：軟式野球

文化：野球盤大会、カルタ大会

旅行：9/15 富士二湖　バス旅行

都内散歩：

映画等：

極星：No.19

備考：リクリエーション委員会発足。

◆1964年（昭和39年）年度

会長：仙田昭夫　

春の総会：5/23 六義園

秋の総会：12/12 「花見の仇討」

総務（庶務）：

体育：庁内ソフトボール大会　３位

文化：野球盤大会、野球盤追加購入

旅行：伊豆スカイライン箱根宮の下

都内散歩：

映画等：

極星：No.20

備考：（11/1 から時差通勤）

◆1965年（昭和40年）年度

会長：青木四海雄　

春の総会：堀切菖蒲園

秋の総会：12/11 紅白百面相、5W1H

総務（庶務）：慶弔金について、金額と対象の再検討

体育：ソフトボール

文化：野球盤大会、正月カルタ大会

旅行：10/16,17 湯沢保養所　雪国荘

都内散歩：

映画等：

極星：

備考：旅行会への補助金支出開始。観測室新築祝。

◆1966年（昭和41年）年度

会長：斎藤　甫　

春の総会：5/28 東京観光（はとバス）東京タワー等

秋の総会：12/10 星の友20周年記念祝賀会を兼ねる。謡曲、コーラス、「東京だよお母さん」「珍版国定忠治山形屋乗込み」「地蔵教由来」

総務（庶務）：創設20年記念行事決定。会費改定案否決。有志の旅行会への補助金支出を止め、会が旅行会を企画する。

体育：ソフトボール、バドミントン

文化：野球盤大会を春、夏、秋に実施。お茶会、カルタ大会

旅行：10/29,30 那須温泉保養所

都内散歩：11/26 アサヒビール工場見学

映画等：

極星：No.21,No.22（20周年記念増刊号）

備考：旅行企画委員会発足。9/10 星の友創立20周年記念レセプション。

◆1967年（昭和42年）年度

会長：松本　幹　

春の総会：5/27 会議室

秋の総会：「続・長屋の花見」

総務（庶務）：規約一部改正。

体育：ソフトボール、バレーボール

文化：野球盤大会

旅行：10/28,29 伊豆長岡温泉

都内散歩：

映画等：

極星：No.23

備考：

◆1968年（昭和43年）年度

会長：原田幸夫　

春の総会：5/18  会議室

秋の総会：12/21

総務（庶務）：弔慰金値上げ可決

体育：ソフトボール

文化：

旅行：8/17,18 熱海　つるや

都内散歩：

映画等：松竹セントラル「祇園祭」

極星：

備考：

◆1969年（昭和44年）年度

会長：山岡一夫　

春の総会：5/10  総会　年一回案否決

秋の総会：12/6  総会　年一回案可決。プレゼント交換。

総務（庶務）：編暦課50周年記念行事（名簿、極星特別号、8ミリ映画）。11/29祝典。

体育：ソフトボール、バレーボール

文化：第四課、編暦課在籍者名簿作成

旅行：3/28,29 南伊豆国民休暇村　

都内散歩：向島百花園、長命寺桜餅?

映画等：

極星：Nos.24,25,さらに編暦課50周年記念号2冊発行

備考：臨時総会で慶弔金を準会員（観測所等勤務）にまで適用することとなる。

◆1970年（昭和45年）年度

会長：田野陽三　

総会：4/27 幹事選出法を改正

総務（庶務）：課長、補佐官、専門官、研究官から幹事一名を選出。

体育：ソフトボール

文化：カルタ会、茶会、囲碁会

旅行：3/27,28 千葉　和田浦　永福屋　

都内散歩：12/12 バイキングの会

映画等：

極星：

備考：決算報告は年一回とする。

◆1971年（昭和46年）年度

会長：竹村武彦

総会：4/24 、スライド会

総務（庶務）：会則中の転勤・転課・退職とあるのを退会にする案　否決。

体育：ソフトボール、グローブ４個購入

文化：キャロム一式購入、囲碁・将棋一式購入、キャロム一式追加購入、キャロム大会

旅行：3/25,26 袋田温泉　

都内散歩：都内探訪No.1 小石川植物園、とげ抜き地蔵

映画等：

極星：No.26

備考：名誉会員制。キャロムブーム、築地と内幸町に別居。キャロム一式2,800円

◆1972年（昭和47年）年度

会長：横溝靖治

総会：4/22 、親睦会

総務（庶務）：

体育：ボーリング大会

文化：星の友文庫発足

旅行：4/8 墨東綺行　

都内散歩：9/30 日本民家園（川崎市立）

映画等：2/8 モダンタイムス

極星：

備考：

◆1973年（昭和48年）年度

会長：森　巧

総会：4/21 新宿御苑

総務（庶務）：

体育：ボーリング大会、ソフトボール大会

文化：

旅行：　

都内散歩：

映画等：　7/13 街の灯

極星：

備考：極星発行の声あり

◆1974年（昭和49年）年度

会長：西下厚志

総会：4/20 浜離宮

総務（庶務）：会費値下げ案　否決

体育：ボーリング大会、ソフトボール大会

文化：7/9 巨人対中日ナイター観戦

旅行：9/7,8 浦山渓谷キャンプ場　

都内散歩：浜離宮から浅草まで川上り。清澄公園散歩（別の日）

映画等：　松竹新喜劇、寄席、東宝名人会

極星：No.27

備考：

◆1975年（昭和50年）年度

会長：水野利孝

総会：4/19 新宿御苑

総務（庶務）：

体育：

文化：

旅行：　三浦半島ミカン狩り　

都内散歩：

映画等：　

極星：No.28

備考：

◆1976年（昭和51年）年度

会長：徳弘　敦

総会：4/24 代々木公園　あとNHK見学

総務（庶務）：

体育：ソフトボール

文化：図書購入

旅行：ハイキング　

都内散歩：6/19 京王百花苑　花菖蒲

映画等：観劇　

極星：

備考：キャロム第二次ブーム

◆1977年（昭和52年）年度

会長：道順　茂

総会：4/19 あと余興

総務（庶務）：星の友会財産目録作成

体育：卓球、ソフトボール、ボーリング大会

文化：キャロム、囲碁、将棋大会

旅行：9/11,12 甲府保養所　ニュー芙蓉　

都内散歩：

映画等：未知との遭遇、船宿の女、日本橋　

極星：No.29

備考：

◆1978年（昭和53年）年度

会長：平岩恒廣

総会：4/22 浜離宮　あと水上バスで浅草へ

総務（庶務）：

体育：ソフトボール、ボーリング大会

文化：キャロム大会

旅行：10/28,29 千葉　和田浦

都内散歩：4/8 向島百花園、蝸牛庵

映画等：スターウオーズ、寄席、ミュージック・ホール　

極星：

備考：

◆1979年（昭和54年）年度

会長：竹村武彦

総会：4/21 六義園

総務（庶務）：

体育：ボーリング大会

文化：囲碁、将棋、麻雀、キャロム大会

旅行：

都内散歩：

映画等：歌舞伎、美術展　

極星：No.30 

備考：（5/7 ユリウス通日が2440000.5となる）

◆1980年（昭和55年）年度

会長：仙田昭夫

総会：4/26 新宿御苑

総務（庶務）：贈与金を会費から支出する　

体育：ボーリング、ソフトボール大会

文化：囲碁、将棋、麻雀大会

旅行：3/7,8 箱根湯本　青風荘

都内散歩：

映画等：落語名人会　

極星：No.31 

備考：

◆1981年（昭和56年）年度

会長：田野陽三

総会：4/27 第二会議室

総務（庶務）：　

体育：卓球大会

文化：囲碁、将棋、キャロム大会

旅行：3/14,15 鬼怒川温泉

都内散歩：

映画等：　

極星： 

備考：

◆1982年（昭和57年）年度

会長：竹村武彦

総会：4/23 第三会議室

　　　1983/2/21 臨時総会決議

　　　1. 星の友会は解散する

　　　2. 記録・文化遺産は航法測地課が引き継ぐ

　    3. 金融基金は処分する

      4. 財産処分は委員に一任する

      5. 極星最終号を発行する

総務（庶務）：　4/23の総会で会費修正案　否決

体育：ボーリング大会

文化：カラオケ装置購入。囲碁、将棋、キャロム大会。星の友文庫整理（バーゲンセール）

旅行：10/30,31 老神温泉郷　

都内散歩：

映画等：ET、蒲田行進曲　

極星：No.32 最終号を発行する予定。1984年に発行される。 

備考：10/15 グレゴリオ暦発足400年を記念して紅白の饅頭を配る。カラオケ名人輩出する。
